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極東における梅雨現象について

一春から夏の梅雨各時期における中国大陸上

や日本列島付近の梅雨前線帯の特徴の比較一＊

加藤内蔵進＊＊

卜

　1．はじめに

　r梅雨前線帯はいったいどのような性質の前線帯であ

るのか？また，それは，いつごろ，どのようなプロセス

で形成され，前線帯の活動が維持されるのか？」このよ

うな疑問に答えるために，様々な立場から梅雨前線帯に

ついて研究されてきた．これまでの梅雨前線帯の研究は

大きく2つの立場からなされている．

　1つは，集中豪雨と関連する梅雨前線帯の特徴を調べ

たものである（例えば，気象研究ノート第138号（1979）

r梅雨前線帯の豪雨」を参照）．もう1つは，気候学（自

然地理学）の立場から梅雨前線帯の季節的な位置の変化

などを記述した研究である（例えば，Yoshino，1965，

1966）．

　しかし，前者の関心は主に日本列島での梅雨最盛期に

限定されている．また，後者は，降水帯，地上天気図上

の前線，500mb面での強風軸な：どのみに基づく記述で

あるため，いずれの立場の研究も，冒頭に掲げた疑問を

解決しr梅雨」の全体像を示すには致ってない．

＊A　review　on　the“Baiu，，phenomena　in　the　Far

　East（comparison　between　the　characteristics

　of　the　Baiu　fヤontal　zone　over　the　China

　continent　and　those　near　the　Japan　Islands

　in　the　several　stages　of　the“Baiu，，）．

＊＊Kuranoshin　Kato，東京大学海洋研究所（現在，

　鹿児島地方気象台）．

1985年7月

　次章以下で述べるように，5月頃には華南から日本の

南方海上にかけての地域で東西に伸びる前線帯が存在す

る　（r梅雨前線帯」，第2章参照）．しかし，r梅雨前線

帯」の特徴（温度場，下層風系，降水特性）は，時間的

にも（例えば中国大陸上の5月と6月），空間的にも（日

本列島付近と中国大陸上）違いがある．そこで，この解

説では，時期や地域毎に春から夏にかけての梅雨前線帯

の特徴を比較する．特に，1979年の事例解析を中心に，

中国大陸上の梅雨前線帯についての最近の興味ある話題

を詳しく述べたい．

　梅雨前線帯は季節とともに単に位置が北上していくの

みでなく，次の2つの現象のように，その性質の変化も

伴うこと等を3章・4章で述べる（1979年の事例）．す

なわち，①大陸上の梅雨前線帯が華南から華中へ移動す

る6月後半に，華南付近（25。N付近）で高気圧性循環

が強まり，前線帯へ吹き込む南風が強化される．この変

化はインドモンスーンの影響も受けていそうである．②

大陸上の梅雨前線帯が華南に停滞している5月後半に，

大陸上では梅雨前線帯における下層の水平温度傾度が急

激に消失する．この前線帯のr構造変化」の前後で降水

特性も変化する．

　最後に第5章では，1979年5月後半に起ぎた大陸上の

梅雨前線帯の構造変化に対して，華北（梅雨前線帯の北

側）での地面からの顕熱による大気の加熱が重要な影響

を及ぼしている点を述べる．
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344 極東における梅雨現象について

第1表　気候学的な梅雨前線帯の位置

4月

5月

6月前半

日本（～135。E付近）

日本の南（25～35。N）

（但し，　「菜種梅雨」と呼ばれる悪天の

数日以上続く期間が時々出現する他は，

定常性はない・）

日本の南（25～30。N）

（定常性を持ち，日本でも「梅雨の走り」

と呼ばれる）

日本の南岸（30～35。N）

（日本列島も梅雨に入る）

6月後半～
7月前半

7月後半

日本列島上（～35。N付近）

（日本列島上で梅雨の最盛期）

日本列島上（35～40。N）

（西南日本，東日本での梅雨明け）

中国大陸（115。E付近）

華南（～25。N付近）

（定常的な前線帯．この雨域は華中にも

広がり，華中では4月初め～5月中ばは

「春雨」と呼ばれる雨期）

華南（25。N付近）

5月後半には大陸上で前線帯の構造が急

変（3．以降の本文参照）

華南（25。N付近）

華中（30～35。N）

華北（40。N付近）

第2表 華中の上海（31。N，121。E）における「春雨」（Yaneta1．，1980），華

中の揚州（32。N，119。E）（Yu，1980），南西諸島の那覇（26。N，128。

E），九州の福岡（340N，130。E）における「梅雨」（気象学ハンドブ

ック，1979）の「開始」と「終了」が宣言された平均の月日．括弧内の

数字は，その標準偏差を示す．

上海の「春雨」

揚州の「梅雨」

那覇の「梅雨」

福岡の「梅雨」

開　　始　　日

4月1日（9日）
6月19日（7日）

5月12日（7日）

6月6日（8日）

終　　了　　日

5月22日（12日）

7月10日（10日）

6月22日（7日）

7月17日（6日）

統計期問

1954年～1978年

1954年～1979年

1950年～1978年

1950年～1978年

　2・極東における梅雨前線帯の位置の季節的な変化

　梅雨前線帯は，高温多湿な海洋性熱帯気団（Tm）ある

いはモンスーン気団（M）の北縁にあたり，東西に伸び

る定常的な雲帯（降水帯でもある）と大きな比湿傾度で

特徴づけられる（Murakami，1959；Saito，1959；Aki－

yama，1973）．この解説では，Tm気団やM気団の北縁

として大きな比湿傾度で特徴づけられる定常的な多雲量

帯を，対象とする期間（4月～7月）を通じて，r梅雨

前線帯」と呼ぶことにする．この定義による「梅雨前線

帯」は，極東の地上天気図上に解析される前線の存在頻

度極大ゾーンのうち，一番南側のものに対応する（Yo－

shino，1965，1966）．一方，雨期の名称に関しては，各

地域での呼び方に従う．

　気候学的な（平均的な）「梅雨前線帯」の位置をGao

4

・Xu（1962），Yoshino（1965，1966），Saito（1966），

Akiyama（1973）等を参照して第1表に示す．また，上

海におけるr春雨」，揚州（32。N，119。E），沖縄，福

岡におけるr梅雨」の平均期間を第2表に示す（気象学

ハンドブック，1979；Yan　et　al・，1980；Yu，1980）．日

本列島南岸沖（30。N付近）では，総観規模の高低気圧

の経路にあたり，4月でも前線の存在頻度が大きい（第

1図（a））．華南から日本の南方海上を東西に走る多雲量

帯は，チベット高原の南をまわる対流圏中層の西風ジェ

ットに対応する前線帯にあたり，2月にはすでに存在す

る（Ninomiya　and　Akiyama，1973）．5月には日本の南

方海上でも定常性を持つ前線帯となり　（第1図（b）），以

降，r梅雨前線帯」として認識されるようである．なお，

沖縄地方の入梅日は5月10日ごろである（第2表）．Gao

、天気”32．7．

〈
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0
120 130

　　も
匁40

　　　　（b）

（a）1979年4月．（b）1979年5月．

・Xu（1962），Masuda（1984），新田（1984）からも，上

記の前線帯が冬からずっと存在することがわかる．

　6月には，r梅雨前線帯」が北上し日本列島で入梅す

る．6月後半にはさらに35。N付近まで北上し，九州か

ら関東地方の梅雨最盛期となる（第2図，Yoshino（1965）

より引用）．

　一方，第3図の1979年における　GMS可視画像のモ

ザイク写真（加藤，1983）に示されるように，中国大陸

上では比較的定常的な雲帯が華南（25。N付近）に存在

する．この雲帯が大陸上のr梅雨前線帯」である．

　中国大陸における半旬平均雨量の累年平均値＊の南北

時問断面（Gao　and　Xu，1962）を第4図に示す．2月

から6月前半には華南に降水量極大軸が停滞する．但

し，降水量のピークの値は初夏にかけて次第に増加す

る．特に，25。N付近での降水量が（時間的に）ピーク

に達する5月後半から6月前半の1ヵ月間が華南のr梅

雨期」である（Ramage，1971；Chen，1983）．

　6月後半になるとr梅雨前線帯」は華南から華中へ移

動する．7月前半まで華中に停滞し，華中ではr梅雨」

と呼ばれる雨期になる．7月後半に梅雨前線帯は華北へ

移動する．

　4月上旬から5月中旬には，・華南に停滞中の梅雨前線

帯の雨域が華中まで広がっている（第3図，第4図を参

照）．華中ではこの期間は公式にr春雨」と呼ばれ，前
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第2図 東アジァにおける雨期の各段階の旬別
地上前線の出現頻度（％）．図中皿，皿

の期間はそれぞれ第1表の6月前半，

6月後半～7月前半に対応する（Yo－
shino，1965）．

　＊原論文にはこの図の統計期間が明示されてないが，

内容より判断すれば，5年間の平均のようである．

1985年7月 5
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上海における地上の半旬平均気温と気圧と

の相関図．×印，○印はそれぞれ，「春雨」

期，「梅雨」期の各半旬を表す（Xu，1965）．

述のr梅雨」とは区別されている．r春雨」期間では，

r梅雨」期間に比べて気温が低く地上気圧は高い（第5

図（Xu，1965））．そして，地雨性の降水が持続する．但

し，r春雨」期間の降水量も，上海で4．5mm　daゾ1（25

年間の平均（Yan　et　a1・，1980））と多い・r春雨」の開始

は，華中での降水量が相対的に増加する時として定義さ

れるようである・「春雨」の終了は，4・2節で述べる大陸上

の梅雨前線帯の構造変化と同じ気象学的内容であろう．

　なお，7月後半から8月前半の華南での降水量のピー

クは，南シナ海のITCZの北上に対応する（Ramage，

1971）．

3・梅雨前線帯付近の風系や温度場

3・1．日本列島や華中の梅雨最盛期（6月後半～7月前

、天気”32．7．
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第6図 1968年7月1～5日で平均した850mbにおける高度（9Pm）を実線，気
温（。C）を破線で示す．斜線域は雲量4以上の領域（Akiyama，1973）．

半）

　日本列島における梅雨最盛期の梅雨前線帯の構造の特

徴に関しては，二宮・秋山（1979）や吉住（1979）の解

説を御参照願いたいが，ここでも若干の点に触れておき

たい．

　①　梅雨前線帯は下層の大きな比湿傾度で特徴づけら

れる．前線帯上を通常の総観規模の低気圧の他に，比較

的短波長（波長1000～2000km）の中間規模擾乱が次々

と東進し，梅雨前線帯上で豪雨をもたらす（Ninomiya

and　Akiyama，1971，1972，1973；秋山・二宮，1979；

吉住・二宮，1979）．

　②第6図（Akiyama，1973）に示されるように，日

本列島付近（130。E以東）の梅雨前線帯（30。N付近を

東西に走る帯状の高雲量域）での水平温度傾度も比較的

大きい．なお，第6図は，850mb面での5日平均（1968

年7月1～5日）の高度，気温を示したもので，斜線域

は雲量4（10分位）以上の領域を示す．一方，中国大陸

上では，梅雨前線帯での下層の温度傾度は無い（比湿傾

度のみで特徴づけられる）．別の期間について倉嶋・平

沼（1970），Ninomiya　et　a1．（1981），Kato（1985）が

示すように，日本や華中の梅雨最盛期の大陸上の梅雨前

線帯では下層の水平温度傾度を伴わないのは一般的な特

徴のようである（但し，後述するように，5月の大陸上

の梅雨前線帯では水平温度傾度も小さくない）．

1985年7月

　③　6月後半以降は，太平洋高気圧の周辺をまわり北

上する南寄りの風が梅雨前線帯の南側で卓越する．第7

図（a）（Ninomiya，1984）に示されるように＊，この風系

によって水蒸気が前線帯へ輸送され，梅雨前線帯の活動

が維持されている．

　ところで，第7図（b）に示されるように，500mb面で

の渦度の標準偏差（SD．ζ500）の極大域が50～60。N付

近にあり，帯状に北半球をとりまく．これは極前線帯に

対応し（吉村，1967），総観規模の高・低気圧の経路で

ある傾圧帯として特徴づけられる．一方，梅雨前線帯

（30。N付近）でのS・D・ζ500は小さく，極前線帯上の

擾乱との性質の違いが示唆される．

　但し，3．2，3．3で述べるように，梅雨前線帯付近の風

系や温度場の特徴は時期によっても大きく異なる．従っ

て，r梅雨前線帯」とひとくちに言っても，どの時期に

おける話なのかは充分注意する必要がある．

　3・2．大陸上の梅雨前線帯の華中への移動と下層風系

の変化（1979年の事例）

　日本の梅雨最盛期には太平洋高気圧の周迦をまわり北

　＊Ninomiya（1984）は，1975年6月18日12Z～25目12

Zの12時間間隔の計15回の各map　timeの観測を初期値

とする北半球6層プリミティブモデルによる24時間予報
値をデータとして解析した．予報結果ではあるが，この節

の議論の範囲内では，実際の観測資料と見なしてよい．

7
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2． o

　　　　　（a）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（b）

（a）全気柱で積分した水蒸気フラックスの分布．1975年6月19日12Z～26日12Z．（b）500mb

面における（a）と同期間の渦度の標準偏差．いずれもNinomiya（1984）による．

上する風系が梅雨前線帯への水蒸気輸送にとって重要で

ある事を3．1で述べた．Murakami（1959）によれば，

日本の梅雨前期（6月前半）には，インド方面から梅雨

前線帯へ向かう下層の南西風が卓越するという．このよ

うな下層風系の変化と6月後半の梅雨前線帯の華南から

華中への移動，インドモンスーンとの間の事実関係を整

理しておこう．この節では，1979年の事例に基づき議論

する．

　第8図はLuo・Yanai（1983）による850mb平均

風（矢羽で表示）と雨量で，（a）1979年5月26日～30

日，（b）1979年6月20日～24日に対するものである．1979

年のイソド中央部でのモンスーンの開始（以下，「モンス

ーンonset」と呼ぶ）は6月19日に宣言された（Sikka

and　Grossman，1981）．モンスーンonset後，インド大

陸やアッサム地方で雨量が増加する（（a）と（b）を比較）．

（a）はモンスーソonset前，（め）はモソスーンonset後に

対応する．

　雨量分布で示されるように，中国大陸上の梅雨前線帯

は，モンスーンonset前には華南（250N付近）に，モ

ソスーンonset後には華中（30。N付近）にある．

　モンスーンonset前には，インド方面からチベット高

原の南縁に沿って吹く下層の西風帯が梅雨前線帯へ連な

る．これがMurakami（1959）によって指摘された南西

8

気流である．しかし，この西風帯の風速は，モンスーン

onset後（（b）図）に比べてかなり弱い．また，この西風

はチベット高原南縁の局所的な風系である（r局所的」と

はいっても，東西方向に数1000Kmのスケールを持
つ）．

　モンスーンonset後には，アフリカの東海上，アラビ

ア海，ベンガル湾を経て南シナ海南部へのびる時計まわ

りの大規模な強風帯が現れる（Murakami　et　a1・（1984）

の図など参照）．北半球では西風であるので，この風系

はmonsoon　westerlyと呼ばれる．monsoon　westerlyの

風速は，（a）の「南西気流」に比べて大きい．

　モンスーンonset後，115。E付近の経度では，南シ

ナ海南部（12。N付近）で低気圧性シア（ITCZに対応

する）が強まる．同時に25。N付近では下層で高気圧性

循環（r華南高気圧」）も強まった．天気図上では，モソ

スーンonset後，太平洋高気圧が中国大陸南部まで張り

出すこととして認識される．そしてr華南高気圧」から

強い南寄りの風が大陸上の梅雨前線帯（30。N付近）へ

向かう．モンスーンonset前の「南西気流」は梅雨前

線帯へ連なる風系であったが，モソスーンonset後の

monsoon　westerlyは南シナ海のITCZの南側へ連なる

風系である点に注意したい．Luo・Yanai（1983）およ

びTao　et　a1・（1983）による半旬平均850mb風系の

、天気”32．7．
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第8図
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（b）

雨量（mm（5days）一1）を右図に，850mbにおける平均風系を左図に示す．左図で長い矢羽1本

が10ノット（÷5ms－1）で短い矢羽1本が5ノットを表す．左図の細い実線は流線で，太い実線

はトラフ・ラインである．（a）（b）はそれぞれ1979年5月26～30日，1979年6月20～24日の平
均である（LuoandYanai，1983）．

図によれぽ，モンスーンonsetと梅雨前線帯の華南から

華中への移動は時期を同じくし，しかも急激に起こるよ

うである（1979年の華中の揚州における入梅は6月19日

に宣言された（Yu，1980））．

　以上のように，華中のr入梅」は，単に梅雨前線帯の

位置が北上することのみでなく，南シナ海のITCZと

25。N付近のr華南高気圧」が強まり大陸上の梅雨前線

帯へ向かう南風が強くなるという下層風系の変化を伴う

ことが注目される．しかも，これらの変化はインドモン

スーンonsetのころ起きている．この節の議論は原論文

の図（原論文の主張点に沿った引用ではないかも知れな

いが）を用いて筆者なりの解釈を試みたもので，今後，

事実関係の吟味や解釈など詳しく検討する必要がある．

これは，梅雨とモンスーンとの関係を理解するための重

要な鍵の1つであると筆者は考えるからである．

　第9図は，毎日の850mbにおける風系を主観的に分

1985年7月

第9図
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各型の850mb風系の出現頻度．1971～
1980年における毎日の天気図に基づく．（1）

～（4）型の説明は本文を参照のこと（松本，
1984）。
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第10図　1979年における1100E線に沿う旬平均の
　　　　850mb気温（実線，OC）と比湿（破線，

　　　　gkg－1）の南北・時間断面．左端・右端の矢

　　　　印は，それぞれ5月前半，7月後半の梅雨
　　　　前線帯の大体の位置を表す（Kato，1985）．
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類し，各型の出現頻度を1971～1980年について統計した

ものである（松本，1984）．（1）型，（2）型はそれぞれ，第

8図（a），（め）のタイプに対応する．（3）型は，（2）型の風系全

体が北に変位しr華南高気圧」が華中に位置する状況

（華中のr梅雨明け」後を代表する）を示す．（4）型は（1）～

（3）いずれにも該当しない場合である．イソドモソスーソ

onsetは平年で6月中旬であるが（Ramage，1971），6

月上旬には（1）型，下旬には（2）型が卓越する日数が多いこ

とが10年間の統計によって示されている点は興味深い．

　3．3．1979年5月後半に起きた中国大陸における梅雨

前線帯付近の温度傾度の消失

　850mb面における旬平均気温と比湿の110。E線に沿

う緯度時間断面（1979年）を第10図に示す（Kato，1985）．

中国大陸上でも，梅雨前線帯（20～30。Nの比湿傾度極

大ゾーン）の下層の水平温度傾度は5月なかばまでは小

さくない．しかし，梅雨前線帯がまだ華南に停滞してい

る5月後半に華北（40。N付近）で気温が上昇し，梅雨

前線帯での下層の水平温度傾度が急激に消失した．

　この急変期までは，大陸上の梅雨前線帯を，チベット

高原の南まわりの中層ジェットに対応する傾圧帯（冬か

らずっと存在する）として把握出来る．しかし，その後

は下層の温度傾度を伴わず比湿傾度のみを持つ構造の前

線帯となる（3．2で述べた前線帯の華中への移動とは別

の現象である）．日本列島付近の梅雨前線帯では温度傾

110

第11図 九州地方で観測された梅雨末期の中間規模

擾乱の模式図（Akiyama，1978）・

度の急消失はない．

　詳しくは今後の研究を待たねばならないが，1975～

1978年においても大陸上の梅雨前線帯の下層の温度傾度

の急激な消失が5月後半ごろみられた点を付け加えてお

く（加藤，1984）・

　4．梅雨前線帯における降水特性一地域や時期によ

る比較一
　4．1．日本の梅雨最盛期（6月後半から7月前半）にみ

られる日本列島付近や大陸上の前線帯上の中間規模擾乱

　3．1で述べたように，日本の梅雨最盛期のころ，中国

大陸上の梅雨前線帯での下層の水平温度傾度はほとんど

無いのに対し，日本列島付近では温度傾度も弱くない．

両者の中間の領域である九州地方で豪雨時に観測された

中間規模擾乱の模式図を第11図に示す（Akiyama，1978）。

中間規模擾乱の南半分は背の高い組織化された対流雲群

で構成され，そこでは豪雨が発生している．擾乱の北半

分は比較的低い雲頂高度（対流圏中層）を持つ層状雲か

らなり，地雨性の降水があるという．

　ところで，中国大陸から日本列島を通り東進した中間

規模のCb（積乱雲）クラスターは（第12図，Ninomiya

et　al．，1981），中国大陸上で卵型の形状をなし，対流雲

のみで構成されていた．九州付近では第11図に示される

ような構造へと変化する（Akiyama，1984a，b）．クラ

スターは日本付近を東進しながら，トラフの軸が西に傾

く傾圧不安定波的な鉛直構造を持つ小低気圧として発達

したという（Ninomiya　et　a1・，1981）．

、天気”32・7・
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　現在のところ，中間規模擾乱に伴う雲や降水系および

熱力学場の構造の解析は未だ不充分である．また，総観

場の違い（温度傾度，下層風系）を念頭に置いて中間規

模擾乱を数値実験で再現することもなされてない．しか

し，本節で若干の議論を試みたように，梅雨前線帯にお

ける基本場の温度傾度の有無が中間規模擾乱の構造に及

ぽす影響が大きいと示唆される点は興味深い．

　4．2．中国大陸上の梅雨前線帯における降水特性（1979

年の事例に基づく「構造変化」前後での比較）

　中国大陸上の梅雨前線帯の構造が急変した前後の期間

として，それぞれ（1）：1979年5月上中旬，（皿）：1979

年6月中下旬，を考える．第13図（Kato，1985）は，背

の高い対流雲の活動度示標（1，）（O～10）の南北分布で

ある．1，は気象衛星rひまわり」の赤外放射の観測に

基づきMurakami（1983）が作成した資料である．Icは

1。×1。の各メッシュ毎に定義され，そのメッシュ内に

積雲が存在しないと判定される場合（メッシュ内の各画

素の等価黒体輝度温度TBBの標準偏差が5K未満）や

積雲の雲頂が400mbの高度に達しない場合には0，対

流雲の平均雲頂が圏界面に達した時に10の値をとる．

　期間（n）では，期間（1）に比べて梅雨前線帯での1，

が大きい．期間（皿）の1，のピーク値は，インドモンス

ーンつnset後のチベット高原南側斜面やITCZにおけ

る値にほぼ等しい（Murakami（1984）を参照）．しか

し，梅雨前線帯における降水量は5月でも少なくないこ

　　20　　　　　　　　暫　30　　　　　　　　　　40
　　　　　　　　　　　　　　　（O　N）

第13図　107～119。Eで平均したIc（0～10）（Mura－

　　　　kami（1983）の作成した資料を使用）の南

　　　　北分布．実線は（1）（1979年5月上中旬），

　　　　破線は　（豆）（1979年6月中下旬）を表す

　　　　（Kato，1985）・
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第14図　26。N（107～119。Eの平均）における相当

　　　　温位θe（K），飽和相当温位θe＊（K）の鉛

　　　　直分布．実線，破線は第13図のそれぞれ期

　　　　間（1），（豆）におけるプ・ファイルを表す

　　　　（Kato，1985）．

とに注意したい（23～32。Nでの大陸上の平均降水量

は，（1）：6．5mm　day－1，（豆）：9．8mm　daゾ1（Kato，

1985））．毎日の衛星写真によれば，6月には背の高い対

流雲のみである．一方，5月には対流圏中層に雲頂を持

つ層状雲も広く前線帯を覆う（Kato，1985）．つまり，

梅雨前線帯の構造変化前には層状雲からの降水も多いの

に対し，構造変化後は対流性の降水に変化することにな

る．

　第14図は，梅雨前線帯付近の26。N（107－119。Eの

平均）における成層状態を示す（Kato，1985）．5月には

1985年7月
1、1i
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第3表 華北の3つの地上気象観測点，延安（53845）（36。36／N，109。30／

E），太原（53772）（37。47，N，112。33／E）及び済南（54823）

（36。41’N，116。59／E）で平均したTg　d、y，Tg　m、x，（Tg　m、x

－Tg　mi．）をそれぞれ。Cで，雨量（mmday－1）及び目照時

間（hour　daゾ1）のそれぞれの月平均値を1979年1月～7月に

ついて示す．Kato（1985）の表に日照時間をつけ加えた．

1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

Tg　day

一2．1

　1．3

　7．3

　13．3

　23．5

　27．8

　26．3

Tg　max

12．8

18．7

25．2

31．1

48．0

49．7

40．4

Tg　max－Tg　min

23．0

26．6

27．3

27．8

39．4

34．7

22．4

雨　量

0．3

0．6

1．0

0．9

0．3

2．3

6．6

目照時間

5．6

7．1

6．5

6．7

9．2

9．2

6．2

相当温位が上層で大きく，湿潤対流に対して安定な成層

である（飽和相当温位も上層ほど大きく，絶対安定な成

層である）．しかし，6月には対流不安定な成層に変化

する．2つの期間の間で梅雨前線帯の下層の平均温度が

上昇して（梅雨前線帯での温度傾度の消失は前線帯の北

側での気温の上昇を意味する），構造変化後に下層の前

線帯での飽和相当温位が高くなる点が注目される（第14

図の破線を参照）．

　台湾や華南では，r梅雨期」の後半にあたる6月前半

に積雲活動が活発化し，雲帯の南北幅が狭くなるという

（Chen，1981）．1979年についても，華南に停滞中の梅雨

前線帯の南北幅が6月はじめから狭くなっている（第3

図）．華中まで広がる梅雨前線帯に伴う層状雲が6月に

は消失するためで（華南の対流雲のみとなる），華中では

梅雨前線帯の構造変化後にいったん雨期が中断すること

になる。r春雨」の特徴や期間（2．を参照．なお，1979

年の上海での春雨の終了は，5月16日に宣言されたYan

et　a1．（1980））を考えれば，華中での「春雨」の終了は

梅雨前線帯の構造変化の一側面として理解出来よう．

　Ninomiya（1978）は，梅雨期の総観規模低気圧に伴

う豪雨を解析しr豪雨域は低気圧の暖域内にあるが，温

暖前線の前面での広範囲にわたる地雨性の降水も時間・

空間で積分すればr豪雨域』をしのぐ雨量になる」とも

指摘した．この節で述べたように，梅雨前線帯全体の降

水量の変動は，対流性降水のみでは第1近似としても正

しく表現出来るとは限らないことに注意したい．梅雨前

線帯で収束する水蒸気の全量が同じでも，前線帯の基本

場の温度傾度や鉛直安定度，極前線帯上の優乱との相互

作用（本解説では割愛）等の要因により，実に多様な降
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第5図

　2　　3
July　1979

59287

1979年5～7月のほぽ1140E線に沿う旬
平均地面温度（。C）の緯度・時間断面（Kato，

1985）．右端の数字は用いた観測点番号を
示す．

水特性の違い（降水の空間的，時間的な集中性など）が

生じるのである．

　5・華北での地面からの加熱と梅雨前線帯のr構造変

化」（1979年の事例解析）

　3．3で指摘したような梅雨前線帯の構造変化をもたら

した華北の気温上昇について考察する．

　中国地面気象記録月報に基づき，1979年1月から7月

において華北での地表面温度の日平均値（Tgd、y），日最

高値（Tgmax），日較差（Tgm、、一Tg血i、）（但し，Tgmi、

は日最低値），雨量および日照時間の月平均を第3表に

示す（Kato，1985）．但し，華北の3つの観測点での平

黙天気”32．7．
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第16図　気候学的な5月におけるSHの分布（1000

　　　　calcm幽2month－1÷15Wm－2）（Gao　and
　　　　Lu，1981）．
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華北の太原（53772）（37。47，N，112。55’

E）における1979年5月後半の12Zでの温
位の鉛直・時間断面（K）．特異点の値も使

用（Kato，1985）．

均である．華北では冬から初夏にかけて日照時間が長く

雨量は大変少ない．地面温度は日射の吸収によって3月

以降急激に昇温する．第15図のほぽ114。E線に沿う旬

平均の断面（Kato，1985）に示されるように，5月下旬

には地面温度が年間の最高値近くに達する．5月ごろ

は，地面に達する日射が多く，地面が大変乾燥している

（冬からずっと少雨）ことが，地面温度の急激な上昇の

要因となる．事実，地面の乾燥度の指標になる（Tg　m、、

一Tgmin）が5月に最大値をとる．また，図は省略する

が，地面温度と地上気温の差も5月と6月に最も大き

く（4～5。C），地面での上向き顕熱フラックス（SH）

が最大になることが示唆される．5月後半に，40。N以

南でのT、d、yの南北傾度がなくなり，下層の気温がそ

れに追従することになる．Kato（1985）による大気中の

収支解析によると，華北では1979年5月，6月にSHが

50Wm－2を超えるのに対し，華南では小さいという．

気候学的にも第16図（Gao　and　Lu，1981）に示される

ように，華北と華南でのSHの値の差異は明瞭である．

第17図（華北の太原（37。47，N，112。55’E）における

1979年5月後半の12Zの温位の鉛直時間断面（Kato，

1985））に示されるように，約650mbレベルより下層

で温位がほぼ一定である．すなわち，地面からの顕熱輸

送は，dry　convectionによって厚さ約250mb（約2500

m）に達する厚い混合層を形成し大気を加熱している事

が示唆される．下層での熱収支解析によっても，梅雨前

線帯の北側である華北での下層の昇温に対し非断熱加熱

が最も寄与するという（Kato，1985）．
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第18図 1979年5月上旬（上図）と6月上旬（下図）

における500mbの平均高度場（gpm）．
気象庁電計室の客観解析資料に基づく．細

い点線は，標高1500mの等高線を表す．

　このように，中国大陸上の梅雨前線帯の構造の急変に

対して，華北方面での地面からの顕熱輸送が重要な役割

を果たしていることがわかる．

　1979年5月には，チベット高原の北および北東側の台

地上で（海抜約1000mのモンゴルから華北一帯）でdry

convectionによると示唆される混合層が発達し，下層が

13
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急激に昇温した（加藤．1984）．また，下層での昇温に

対応して，月中旬ごろ500mbの高度もモンゴルから華

北一帯で上昇する（第18図）．そして，松本（1983）も指

摘したように，チベット高原の北をまわる対流圏中層ジ

ェットに対応する大陸上の極前線帯の位置が45。N付近

から60。N付近へ5月中旬ごろ急激に移動することにな

る．

　このように，中国大陸上の梅雨前線帯の構造の急変

は，5月ごろみられるモンゴルから華北一帯での地面か

らの顕熱輸送による深い混合層（dry　convectionによ

る）を伴う気団変質過程の一側面としても理解される．

また，モンゴル地方の気団変質は，ユーラシア大陸上の

極前線帯の季節変化を支配する重要な要因の1つとして

注目されるのかも知れない．

　6．おわりに

　初夏の極東における梅雨前線帯は，湿潤な熱帯気団か

らの水蒸気輸送によってその活動が維持される．しかし，

梅雨前線帯への水蒸気輸送にあずかる下層風系や，降水

特性（対流性か層状雲からの降水か，前線帯での中間規

模擾乱の構造など）に大きく影響を与える温度場の特徴

は，日本列島付近と中国大陸上とで異なる．また，大陸

上の5月と6月のように，時期によっても差異がみられ

る．従って，梅雨前線帯に関する研究の際，どういう地

域のどういう時期を対象とするのかを明確に意識する事

が必要であると筆者は考える．

　本稿で述べたように，中国大陸上の梅雨前線帯に関し

ては，（1）5月後半の前線帯の構造変化，（2）6月後半の華

南から華中への移動の際，南シナ海のITCZや25。N

付近の華南高気圧および華南高気圧から前線帯へ向かう

南風の強化，という2つの現象を境に3つの段階を考え

ることが出来よう．

　なお，梅雨やモンスーンのonsetとチベット高原の南

をまわる中層や上層の西風ジェットとの関係も古くから

指摘されている（Dao　and　Chen，1957；Yeh　et　a1．，1959

他）．また，Murakami・Ding（1982）は，インドモン

スーンonsetに先立ち，ユーラシア大陸でのグ・一バル

な風系や温度場の急変があることを指摘した．しかし，

これらの現象と梅雨やモンスーンとの関係についてはま

だ明らかではない．

　春から夏にみられる梅雨前線帯の全体像を把えるため

に今後明らかにする必要があると筆者が考える問題の一

部を列挙する（他にも言い尽くせぬほど梅雨に関する未

14

解決な間題は多いが）．

　①　4，5月ごろの日本列島南岸の前線帯が総観規模

の高・低気圧の通り道から，停滞性の日々に悪天を伴う

前線帯に変わる点は，定量的にどのように表現されるの

か．5月ごろ定常的な前線帯へ変化するとしたら，それ

に関与する主要な要因は何か．

　②華南では冬から定常的な前線帯が存在するが，

雨量は5月ごろかなり増加する（Gao　and　Xu，1962；

Ramage，1971）華南でr入梅」が宣言される5月ごろに

（Chen，1983），梅雨前線帯の南側で風系の変化があるの

か．

　③　大陸上の梅雨前線帯の構造変化の後もその位置は

華南に停滞したままであるのは何故か．

　④　日本列島付近の梅雨前線帯での温度傾度や前線帯

の位置を決めるのに海面水温の南北傾度がどのくらい重

要なのか．

　⑤　大陸上の梅雨前線帯の構造変化後，チベット高原

の北側の極前線帯は急激に北上する．これは日本の梅雨

にどういう影響を与えるのか．

　⑥6月後半のインドモンスーンonsetの際に南シナ

海のITCZ，25。N付近の華南高気圧およびそこから梅

雨前線帯への南風の強化という一連の風系の確立が，ど

のくらい確かな事実なのか，様々な資料を用いて確かめ

る必要がある．このことは，インドモンスーンと梅雨

（特に中国大陸での）との関係を理解するための重要な

鍵の1つになると筆者は考える．それで，定量解析や数

値実験によって，風系確立の際に介在するプ・セ洛をも

考察する必要があろう．
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設中であったMU（Middle　and　UpPer　Atmosphere）

レーダーは，昭和59年度に完成し，昨年10月より一般公

募による当センターの共同利用が開始されました．現在
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募中です．

　共同利用研究の中心的設備となるMUレーダーは我

国最初の中層・超高層大気観測用VHF帯大型レーダー
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　現在は高度3～25kmの対流圏・下部成層圏と高度60～

90kmの中間圏領域の観測が主に行われています．MU

レーダーはハードウェアはほぽ完成していますが，ソフ

トウェア開発の多くの部分が今後の研究課題として残さ

れており，実験的な観測が行われているにすぎません．

多くの研究者の参加による共同利用が望まれます．他に

共同利用に供される設備としてはアイオノゾンデ，TSS

端末等があります．

　利用を希望される方は，下記に申請書類等が用意され

ていますので御問い合わせ下さい．なお，今回の締切り

は8月20日ですので御留意下さい．

問合せ先

　　　〒611京都府宇治市五ケ庄

　　　　　　京都大学超高層電波研究センター事務室

　　　　　　TEL・0774－32－3111（内線3330）

、天気”32．7．


